
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

28
！�

震
災
復
興
計
画
づ
く
り
に
着
手

！�

震
災
復
興
基
本
方
針
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム（
Ｗ
Ｔ
）編
成
の
決
定

29

・
震
災
復
興
基
本
方
針
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議（
第
１
回
Ｗ
Ｔ
）、第
２
回（
30
日
）

4

１

・�

震
災
復
興
基
本
方
針
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議（
第
３
回
Ｗ
Ｔ
）、第
４
回（
４
日
）、第
５

回（
５
日
）、第
６
回（
８
日
）、第
７
回（
９
日
）、第
８
回（
10
日
）

11
！�

宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針（
素
案
）を
策
定
・
公
表

12

・
震
災
復
興
基
本
方
針
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議（
第
９
回
Ｗ
Ｔ
）以
降
、第
15
回
ま
で
開
催

14
！�
第
１
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議

21

・
宮
城
県
震
災
復
興
会
議
開
催
要
綱
の
制
定

22

・
知
事
を
本
部
長
と
す
る
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
を
設
置

・
第
１
回
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
会
議

・
企
画
部
を
再
編
し
、「
震
災
復
興
・
企
画
部
」を
設
置

23

・
第
２
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議

30

・
第
３
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議（「（
仮
）宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
資
料
提
出
）

5

2
！�

第
１
回
宮
城
県
震
災
復
興
会
議（
５
月
２
日
か
ら
８
月
ま
で
４
回
開
催
）

！�

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
成
立
、国
の
第

１
次
補
正
予
算
の
成
立

・
第
４
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議（
10
日
）、第
５
回（
14
日
）、第
６
回（
21
日
）、第
７
回（
29
日
）

6

3

・
第
２
回
宮
城
県
震
災
復
興
会
議

4

・
第
８
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
、第
９
回（
11
日
）、第
10
回（
18
日
）、第
11
回（
22
日
）

15

・
第
２
回
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
会
議（
第
１
次
案
決
定
）

25
！�

第
12
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議（
復
興
へ
の
提
言
～
悲
惨
の
な
か
の
希
望
～
）

7

6

・
第
３
回
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
会
議（
第
２
次
案
決
定
）

13

・
第
３
回
宮
城
県
震
災
復
興
会
議

・
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
に
つ
い
て
県
民
意
見
の
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）（
８
月
２
日
ま
で
）

16

・
県
民
説
明
会
の
開
催（
仙
台
地
区
・
大
河
原
地
区
）（
17
日
：
北
部
地
区
・
東
部
地
区
、18
日
：
気
仙
沼
地
区
）

25

・
国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
成
立

29
！�

国
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
の
決
定

8

17

・
第
５
回
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
会
議（
最
終
案
の
決
定
）

22

・
第
４
回
宮
城
県
震
災
復
興
会
議

26
！�

第
６
回
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
会
議（
復
興
計
画
案
の
決
定
）

9

8

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
公
表

15

・
県
議
会（
平
成
23
年
９
月
定
例
会
）に
議
案
提
出

10

18
！�

県
議
会
に
お
い
て
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
を
承
認

31

・
平
成
24
年
度
政
策
財
政
運
営
の
基
本
方
針
の
策
定

11

10

・
第
13
回
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議

21

・
国
の
第
３
次
補
正
予
算
の
成
立

H24

2

9

・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン・
震
災
復
興
実
施
計
画（
案
）の
記
者
発
表

10
！�

復
興
庁
発
足
、宮
城
復
興
局（
仙
台
市
）、支
所（
石
巻
市
・
気
仙
沼
市
）の
設
置

3

26
！�

宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン・
震
災
復
興
実
施
計
画
の
策
定

H25

3

24

・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン・
震
災
復
興
実
施
計
画（
平
成
24
年
度
改
訂
）の
策
定

H26

3

・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン・
震
災
復
興
実
施
計
画（
年
度
ご
と
改
訂
版
）の
策
定

計画期間：10年間（目標 令和２年度）
県民

国

企業大学

団体

県 市町村

NPO等
県民一人一人が
復興の主体

総力を結集した復興

基本理念

復旧期

平成23～25年度
（3年間）

再生期

平成26～29年度
（4年間）

発展期

平成30～令和2年度
（3年間）

宮城県の
復興

1 災害に強く安心して暮らせるまちづくり
2 県民一人一人が復興の主体・総力を結集した復興
3 「復旧」にとどまらない抜本的な「再構築」

4 現代社会の課題を解決する先進的な地域づくり
5 壊滅的な被害からの復興モデルの構築

2 1

県
が
策
定
す
る
計
画
は
、
一
般
的
に
法
律

や
国
の
方
針
等
を
受
け
て
策
定
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
の
と
き
は
一
刻
も
早
く
早
期
の

復
興
に
向
け
て
被
災
地
の
考
え
を
明
確
に
し
、

国
に
提
案
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

県
が
国
に
先
ん
じ
て
計
画
を
作
り
、
そ
の
策

定
過
程
で
国
に
対
し
て
提
案
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

３
月
末
に
は
政
策
課
長
※
を
ト
ッ
プ
に
、
部

局
横
断
的
な
組
織
で
あ
る「
震
災
復
興
に
向
け

た
基
本
方
針
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、
発
災
か
ら
１
か
月
後
の
４

月
11
日
に「
宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針（
素

案
）」を
策
定
・
公
表
し
た
。

そ
の
後
、
震
災
復
興
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
県
民
や
市
町
村
等
か
ら
広
く
意
見
を
聴

取
す
る
と
と
も
に
、
国
内
の
様
々
な
分
野
の

学
識
経
験
者
や
専
門
家
を
集
め
た
宮
城
県
震

災
復
興
会
議
で
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

10
月
18
日
の
県
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
宮

城
県
震
災
復
興
計
画
を
策
定
し
た
。

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
実
施
計
画

を
定
め
、
随
時
改
訂
し
な
が
ら
進
捗
を
管
理

し
て
い
た
。

第１回宮城県震災復興会議（宮城県庁）第５回宮城県震災復興本部会議 東日本大震災復興構想会議宮城県震災復興計画県民説明会（石巻市）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

※�

政
策
課
は
平
成
23
年
４
月
の
組
織
改
編
に
よ
り
「
震
災
復
興
政

策
課
」
に
改
編
。

宮城県震災復興計画（概要）

毎
年

以
降

出典：宮城県震災復興計画（宮城県）

震
災
復
興
計
画
の
策
定

Ⅷ
体
制
整
備

48

Ⅷ 

体
制
整
備



4 3

早
期
に
復
興
の
方
向
性
を 

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
始
動

平
成
23
年
３
月
末
～

宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針
（
素
案
）の
策
定

県
が
策
定
す
る
計
画
は
、一
般
的
に
法
律
や
国
の
方
針

等
を
受
け
て
策
定
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
と
き
は

一
刻
も
早
く
早
期
の
復
興
に
向
け
て
被
災
地
の
考
え
を

明
確
に
し
、
国
に
提
案
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
県
が
国
に
先
ん
じ
て
計
画
を
作
り
、
そ
の
策
定
過

程
で
国
に
対
し
て
提
案
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
の
た
め
、
発
災
か
ら
約
２
週
間
が
経
過
し
た
３
月

末
に
政
策
課
長
を
ト
ッ
プ
に
、財
政
課
長
、
市
町
村
課
長
、

各
部
局
職
員
ら
で
構
成
す
る「
震
災
復
興
に
向
け
た
基

本
方
針
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」（
以
下「
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」と
い
う
）を
立
ち
上
げ
、
ほ
ぼ
不
休

で
検
討
を
重
ね
、
発
災
か
ら
わ
ず
か
１
か
月
後
の
４
月

11
日
に
本
県
の
復
興
の
方
向
性
を
明
確
に
示
す
内
容
の

「
宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針（
素
案
）」を
策
定
・
公
表

し
た（
同
基
本
方
針〈
素
案
〉に
よ
り
県
の
復
興
の
方
向

性
を
早
期
に
県
民
に
示
し
た
）。

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
発
災
後
、
早
い
段
階
で
『
計
画
を
作
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
』
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。
兵
庫

県
や
新
潟
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
、
過
去
の
復

興
計
画
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
参
考
に

し
な
が
ら
、
計
画
の
概
要
イ
メ
ー
ジ
を
書
い
て
、
３

月
28
日
の
朝
、
課
長
に
『
そ
ろ
そ
ろ
復
興
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
』
と

説
明
し
た
ん
で
す
。
そ
の
日
の
夕
方
に
は
復
興
計
画

を
作
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
」

「
知
事
を
筆
頭
に
岩
手
県
や
福
島
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
国
の
制
度
と
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
の

命
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
」

�　宮
城
県
震
災
復
興
計
画
の

策
定
に
向
け
た
作
業
開
始平

成
23
年
４
月
～

宮
城
県
震
災
復
興
本
部
の
設
置

県
に
お
い
て
も
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た

地
域
の
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
知
事
を
本
部
長
と
す

る「
宮
城
県
震
災
復
興
本
部
」を
４
月
22
日
に
設
置
し
、

震
災
復
興
計
画
の
推
進
や
進
行
管
理
の
ほ
か
、
関
係
機

関
と
総
合
的
な
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
復
興
施
策
を
確

実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

宮
城
県
震
災
復
興
本
部
会
議
で
は
、「
宮
城
県
震
災
復

興
基
本
方
針（
素
案
）」を
踏
ま
え
な
が
ら
宮
城
県
震
災

復
興
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
、
震
災
復
興
に
係
る
予

算
や
復
興
特
区
制
度
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

特
に
主
要
事
業
の
検
討
に
関
し
て
は
、「
復
旧
に
と
ど
ま

ら
な
い
抜
本
的
な
再
構
築
」を
行
う
た
め
の
事
業
と
し
て

限
ら
れ
た
時
間
で
形
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
震
災
前
か
ら
、
人
口
減
少
を
は
じ
め
県
の
状
況
が

今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
政

策
課
題
を
皆
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
震
災

で
沿
岸
部
は
軒
並
み
家
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
若

い
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
他
の
地
域
に
移
住
し
て
、
20

年
後
に
は
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
、
す
ぐ
目
の
前
に
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

ま
で
な
ん
と
な
く
考
え
て
き
た
こ
と
を
、
い
か
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
各
部
の
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
の
か
、
そ
れ
を
こ
の
計
画
に
残
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
」

「
当
時
の
総
務
部
の
幹
部
か
ら
『
４
月
11
日
の
県
議

会
特
別
委
員
会
で
県
の
基
本
方
針
を
発
表
す
る
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
作
っ
て
』
と
指
示
が
あ
り
、
３
月
29
日

か
ら
作
り
始
め
ま
し
た
」

「
と
に
か
く
４
月
11
日
が
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
こ

と
で
、
３
月
29
日
に
政
策
課
長
、
財
政
課
長
及
び
市

町
村
課
長
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
す
る
第
１
回
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
」

「
財
政
課
長
が
『
お
金
の
こ
と
は
心
配
す
る
な
。
全

部
用
意
す
る
か
ら
』
と
言
っ
て
く
れ
て
、
思
い
切
っ

た
策
を
各
部
局
か
ら
ど
ん
ど
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
知

事
か
ら
も
、『
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
や

り
た
い
こ
と
を
積
極
的
に
盛
り
込
も
う
。
施
策
が
煮

詰
ま
っ
て
い
な
い
も
の
で
も
か
ま
わ
な
い
。
新
し
い

ア
イ
デ
ア
を
実
現
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
を
す

る
。
各
部
局
か
ら
遠
慮
な
く
出
し
て
も
ら
い
な
さ

い
』
と
い
う
話
が
あ
り
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
出
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
知
事
が
挙
げ
た
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

『
思
い
切
っ
た
施
策
の
転
換
を
図
る
』
と
い
う
こ
と

と
『
復
興
の
主
体
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
主
役
は
民
間
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
期
日

を
４
月
11
日
ま
で
と
い
う
短
期
間
に
区
切
っ
た
の
も
、

『
こ
れ
が
な
い
と
市
町
村
も
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
が
描
け
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
ず
宮
城
県
が
率
先

し
て
〝
皆
さ
ん
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
10
年
後
に
は

こ
う
い
う
宮
城
県
を
作
り
ま
す
か
ら
〟
と
い
う
方
針

を
打
ち
出
し
た
い
』
と
い
う
知
事
の
考
え
か
ら
で
し

た
」

「
４
月
11
日
ま
で
は
本
当
に
休
み
な
し
で
し
た
。
知

「『
こ
こ
が
皆
の
腕
の
見
せ
所
だ
』
と
い
う
感
じ
で
、

皆
、
気
概
を
も
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
」

「
当
時
、
こ
の
震
災
復
興
計
画
が
い
ず
れ
部
門
計
画

の
ベ
ー
ス
に
な
る
と
い
う
視
点
で
各
部
局
も
考
え
て

い
た
。
自
分
た
ち
が
進
め
た
い
施
策
が
、
一
言
で
も

計
画
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
う
い
う
作
り
込
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
各
部
局
か
ら
絶
対
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う

内
容
が
多
く
上
が
り
、
ど
こ
に
記
載
す
る
の
か
、
そ

の
表
現
は
こ
れ
で
良
い
の
か
な
ど
、
非
常
に
悩
み
な

が
ら
計
画
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
何
回
も
修

正
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
」

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の 

宮
城
県
震
災
復
興
会
議

平
成
23
年
５
月
２
日
～
８
月
22
日

宮
城
県
震
災
復
興
会
議
の
設
置

震
災
復
興
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
広
く
有
識
者
か

ら
の
専
門
的
な
意
見
を
伺
う
た
め
、
様
々
な
分
野
の
学

識
経
験
者
や
専
門
家
12
人
を
委
員
と
す
る
宮
城
県
震
災

復
興
会
議
を
設
置
し
た
。
日
本
の
発
展
も
視
野
に
入

れ
た
計
画
を
策
定
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
委
員
に

は
、
２
人
を
除
き
、
県
外
の
有
識
者
に
就
任
を
依
頼
し
た
。

震
災
復
興
会
議
は
５
月
２
日
か
ら
８
月
22
日
ま
で
の
間

に
４
回
開
催
さ
れ
た
。

第
４
回
会
議
で
は
、
震
災
復
興
会
議
委
員
が
作
成
し

た
宮
城
県
か
ら
日
本
の
再
生
を
目
指
す
と
い
う
高
い
志

を
期
待
し
た
提
案
書「
復
興
応
援
宣
言
」が
議
長
か
ら
知

事
に
手
渡
さ
れ
た
。

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
宮
城
県
の
震
災
復
興
会
議
を
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー

で
や
る
の
か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
『
宮
城
県
の
場
合
は
と
に
か
く
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
や
っ
て
い
く
。
国
に
構
想
を
ぶ
つ
け
て

事
に
説
明
を
す
る
の
が
毎
朝
８
時
頃
な
の
で
、
そ
こ

で
出
た
指
示
を
も
ち
帰
っ
て
修
正
し
、
午
後
い
ち
で

部
局
に
渡
し
て
、
そ
れ
を
夕
方
ま
で
に
回
収
し
て
き

て
、
そ
れ
を
今
度
は
課
長
に
説
明
し
て
、
ま
た
戻
さ

れ
る
。
こ
れ
を
翌
朝
知
事
に
説
明
す
る
か
ら
、
今
夜

中
に
直
し
て
と
。
毎
日
延
々
と
そ
れ
が
続
い
て
い
ま

し
た
」

「
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
『
復
旧
に
と
ど
ま
ら
な

い
抜
本
的
な
再
構
築
』
は
知
事
の
思
い
を
言
葉
に
す

る
た
め
に
吟
味
し
ま
し
た
。
忙
し
く
一
字
一
句
議
論

し
て
い
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ

は
本
当
に
時
間
を
か
け
ま
し
た
」

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
沿
岸
部
の

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
進
む
地
域
の
立
て
直

し
で
あ
り
、
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
今
後
の
日
本
の

沿
岸
部
の
街
の
あ
り
方
を
日
本
社
会
に
提
示
で

き
ま
す
。
た
だ
単
に
元
に
戻
せ
ば
い
い
と
い
う「
復

旧
」と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、
新
た
な
宮
城
、

新
た
な
東
北
を
つ
く
る
、
そ
し
て
、こ
れ
こ
そ
が
10

年
後
の
日
本
の
モ
デ
ル
だ
と
い
う
も
の
を
目
指
す

べ
き
と
の
意
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（『
復
興
に
命
を
か
け
る
』よ
り
）

い
く
よ
う
な
形
に
し
な
い
と
駄
目
だ
』
と
指
示
が
あ

り
ま
し
た
」

「
震
災
復
興
会
議
は
４
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
う
ち

２
回
目
と
３
回
目
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
が
集
ま
る

東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
、

知
事
、
幹
部
の
判
断
は
重
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」

「
著
名
な
委
員
の
先
生
方
が
日
本
の
再
生
を
見
据
え

て
、
宮
城
県
の
た
め
に
知
恵
を
絞
っ
て
提
案
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
な
の
で
、
そ
れ
を
復
興
計
画
に
反
映

す
る
上
で
非
常
に
悩
み
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
の

意
見
の
中
で
復
興
計
画
に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
日
本
の
将
来
の
復
興
に
は
必
要
で
あ

る
旨
を
提
言
と
い
う
形
で
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」様

々
な
立
場
か
ら
の
意
見

平
成
23
年
７
月
13
日
～
８
月
２
日

県
民
か
ら
の
意
見
等
の
募
集

震
災
復
興
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
広
く
県
民
か
ら

の
意
見
・
提
言
を
得
る
た
め
、
７
月
に
県
内
５
会
場
に

お
い
て
県
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。
説
明
会
に
は
、
約

１
１
３
０
人
の
県
民
が
参
加
し
、
避
難
生
活
に
直
結
す

る
切
実
な
意
見
や
将
来
を
見
据
え
た
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

ま
た
、
７
月
13
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
１
６
６
人
、
22
団
体
、
12
企
業
か

ら
６
７
９
項
目
の
意
見
・
提
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
時
間
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
、『
こ
ん
な
書
き
ぶ
り
じ

ゃ
駄
目
だ
』
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
し
た
」

「
市
町
村
長
会
で
、『
県
は
現
場
が
分
か
っ
て
い
な

い
』
と
い
う
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
地
盤

が
沈
下
・
冠
水
し
て
い
る
が
、
そ
の
視
点
が
な
い
と

制
度
と
予
算
獲
得
の
た
め
に 

時
間
と
の
闘
い
は
続
く平

成
23
年
４
月
11
日
～

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
で
の
審
議

政
府
は
、
発
災
か
ら
１
か
月
後
の
４
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
復
興
構
想
会
議（
以
下「
復
興
構
想
会
議
」と

い
う
。）の
設
置
を
閣
議
決
定
し
、
幅
広
い
見
地
か
ら
復

興
構
想
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
復
興
に

関
す
る
指
針
等
に
反
映
さ
せ
る
も
の
と
し
た
。
復
興
構

想
会
議
は
、
有
識
者
16
人
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
宮
城
、

岩
手
、
福
島
の
３
県
の
知
事
も
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。

復
興
構
想
会
議
は
、
４
月
14
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で

の
約
２
か
月
間
で
12
回
と
高
い
頻
度
で
開
催
さ
れ
、
第

２
回
復
興
構
想
会
議（
４
月
23
日
）で
は
、
３
県
知
事
が

発
言
し
、
本
県
か
ら
は
被
災
状
況
、
震
災
復
興
基
本
方

針（
素
案
）に
基
づ
く
県
の
復
興
の
方
向
性
や
施
策
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
復
興
に
向
け
た
様
々
な
提

言
を
行
っ
た
。

第
４
回
会
議（
５
月
10
日
）に
お
い
て
は
、
今
後
の
議

論
の
土
台
と
も
い
う
べ
き「
復
興
構
想
７
原
則
」が
決
定
・

公
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
12
回
会
議（
６
月
25
日
）で
は

「
復
興
へ
の
提
言
～
悲
惨
の
な
か
の
希
望
～
」が
と
り
ま

と
め
ら
れ
、
総
理
に
提
出
さ
れ
た
。
提
言
に
は
、
高
台

移
転
等
地
形
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
、
復
興
特

区
の
創
設
、
財
源
確
保
等
、
本
県
が
提
案
し
た
内
容
が

お
お
む
ね
盛
り
込
ま
れ
る
形
と
な
っ
た
。

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
４
月
11
日
以
降
も
時
間
と
の
戦
い
で
し
た
。
結
局
、

計
画
を
作
っ
て
も
予
算
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
国
の
動
き
に
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
の
復
興
構
想
会
議
が
で
き
て
、
知
事
も
委
員

と
し
て
参
加
し
、
水
産
業
特
区
な
ど
様
々
な
提
案
を

持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
震
災
復
興
計
画
と
の

擦
り
合
わ
せ
も
あ
り
、
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
」

言
わ
れ
ま
し
た
」

「
県
議
会
で
は
毎
回
議
員
全
員
の
質
問
が
復
興
計
画

に
つ
い
て
で
し
た
」

「
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
自
分
た
ち
の
視
点
、
切
り
口

で
『
こ
う
い
っ
た
視
点
は
な
い
の
か
、
な
ぜ
こ
う
い

っ
た
取
組
を
書
い
て
い
な
い
ん
だ
』
と
い
う
内
容
が

頻
繁
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
や
っ
た
と
き
に
そ
れ
が
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。『
宮
城
県
は
脱
原
発
に
す
べ
き

だ
』
と
か
『
復
興
住
宅
の
屋
根
に
は
全
部
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
ら
い
い
』
な
ど
様
々
な
意
見
を

頂
き
ま
し
た
」

「
計
画
の
説
明
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
説
明
す
る
ス
タ
ン
ス
で
い
ま
し
た
の
で
、
説

明
用
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
も
作
成
し
ま
し
た
」

「
総
領
事
館
や
大
使
館
な
ど
外
国
の
方
に
説
明
す
る

機
会
も
多
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
、
多
重
防
御
な
ど

の
考
え
方
を
伝
え
る
上
で
通
訳
を
介
し
て
も
な
か
な

か
伝
わ
ら
ず
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
表
を
使
っ
て
説
明
し

ま
し
た
」

震
災
復
興
計
画
及
び

部
門
別
計
画
の
策
定

平
成
23
年
月
10
月
～
平
成
24
年
２
月

震
災
復
興
計
画
の
策
定　
　
　
　
　
　
　

震
災
復
興
会
議
で
の
提
言
や
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
も
踏
ま
え
、
震
災
復
興
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
、第
５
回
震
災
復
興
本
部
会
議（
８
月
17
日
）に
お
い

て
、
震
災
復
興
計
画（
最
終
案
）を
決
定
し
た
。
同
計
画
は
、

県
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
10
月
18
日
に
承
認
さ
れ

た
。
参
考
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
事
業
概
要
書
に
は
、

今
後
10
年
間
の
事
業（
４
２
２
事
業
）が
掲
載
さ
れ
た
。

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅷ 

体
制
整
備
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結
果
、
沿
岸
被
災
市
町
の
多
く
は
、
約
10
年
の
計
画

で
あ
り
、
県
の
計
画
と
大
き
く
ず
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

強
い
信
念
と
組
織
力 

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
課
長
や
班
長
の
強
い
信
念
を
も
と
に
し
た
即
決
即

断
力
の
重
要
性
と
い
う
の
が
、
私
は
す
ご
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
時
な
の
で
い
ろ
ん
な
ぶ
つ
か

り
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
中
で
も
、『
こ
う

や
っ
て
進
め
て
行
く
ん
だ
』と
い
う
強
い
思
い
の
も

と
に
私
た
ち
は
動
け
て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
」 

「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
あ
る
中
、
心
折
れ
ず
に
い
ら

れ
る
精
神
力
の
強
さ
と
い
う
の
は
、
相
当
な
も
の
だ

っ
た
と
今
で
も
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

「
や
っ
ぱ
り
組
織
力
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一
人

で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
し
、

役
割
分
担
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良

く
し
て
や
る
こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ

な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
組
織
が

し
っ
か
り
し
て
各
個
人
が
同
じ
ベ
ク

ト
ル
を
見
て
い
れ
ば
、
想
定
外
の
こ

と
が
起
き
て
も
な
ん
と
か
立
ち
向
か

っ
て
い
け
る
の
か
な
と
」

  

今
思
う
と
、
書
き
込
め
な
か
っ
た 

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
震
災
か
ら
時
間
が
た
ち
、
ハ
ー
ド

整
備
が
随
分
進
み
、
ハ
ー
ド
面
か
ら

ソ
フ
ト
面
へ
の
支
援
、
つ
ま
り
心
の

復
興
へ
と
い
う
話
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
き
に
、
若
干
計
画
と
現
状
の
間

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
部
分
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
震
災
発
生

当
初
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
読
み
切

れ
ず
に
、
ソ
フ
ト
面
の
支
援
の
必
要

性
を
十
分
に
入
れ
込
め
な
か
っ
た
」

〈
文
化
芸
術
・
心
の
ケ
ア
〉

「
今
考
え
る
と
心
の
ケ
ア
は
入
っ
て

い
る
が
精
神
保
健
の
話
の
み
で
、
文

化
芸
術
に
よ
る
心
の
ケ
ア
な
ど
が
抜

け
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
外
国
人
の

視
点
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
、

指
摘
も
頂
い
て
い
た
が
、
や
は
り
優
先
順
位
の
話
で
、

な
か
な
か
入
れ
込
め
な
か
っ
た
」

「
そ
の
頃
、
六
魂
祭
を
や
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
形

で
の
復
興
も
当
然
必
要
だ
よ
な
っ
て
思
い
つ
つ
も
、

計
画
に
は
ほ
と
ん
ど
書
け
な
か
っ
た
で
す
ね
。
家
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
、
何
か
お
祭
り

を
し
て
と
い
う
の
は
、
当
時
の
心
情
的
に
は
書
け
な

く
て
、
心
の
復
興
と
か
文
化
振
興
の
面
と
か
そ
う
い

っ
た
も
の
の
記
載
に
限
界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」

「
親
御
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
の
ケ
ア
と
そ
の

フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画
に
具
体
的
に
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
心
の
ケ
ア
と
い
う
形
で
一
く
く

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
細
部
に
至
る
部
分

は
関
係
部
局
で
作
る
計
画
に
載
せ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
ど
こ
ま
で
詳
細
に
計
画
に
記
載
す
る
の
か
、
バ

ラ
ン
ス
は
非
常
に
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
」

〈
観
光
〉

「
驚
い
た
の
は
、
結
構
早
い
段
階
で
、
経
済
商
工
観

光
部
か
ら
『
松
島
は
な
ん
と
も
な
い
か
ら
、
観
光
大

丈
夫
で
す
よ
。
み
ん
な
き
て
く
だ
さ
い
』
と
打
ち
上

げ
た
い
と
い
う
話
を
さ
れ
た
こ
と
。
今
思
え
ば
、
観

光
面
は
ど
う
し
て
も
あ
る
程
度
、
復
興
の
発
展
期
に

花
が
開
き
、
復
興
し
た
宮
城
県
の
姿
を
見
て
も
ら
う

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
描
い
て
い
た
が
、
復
旧
期
の

段
階
で
も
う
少
し
書
い
て
も
良
か
っ
た
。
当
時
は
住

む
家
が
な
い
人
が
い
る
と
い
う
話
が
優
先
し
、
そ
の

勇
気
は
な
か
っ
た
」

�　

東
日
本
大
震
災
の
発
災
以
来
、
県
は
、
復
旧
・
復
興

を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
市
町
村
、
国
及
び
関
係

部
門
別
計
画
の
策
定

各
部
局
で
は
、
震
災
復
興
計
画
を
踏
ま
え
て
、
分
野

ご
と
に
そ
の
目
標
や
進
め
方
を
明
確
に
し
て
復
興
の
取

組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
部
門
別
計
画
を
策
定
し
た
。

震
災
復
興
計
画
の
策
定
と
同
時
に
み
や
ぎ
農
業
・
農

村
復
興
計
画
、
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
震
災
復
興
プ
ラ
ン
、

宮
城
県
水
産
業
復
興
プ
ラ
ン
、
宮
城
県
社
会
資
本
再
生
・

復
興
計
画
を
、
12
月
に
宮
城
県
復
興
住
宅
計
画
を
策
定

し
、
平
成
24
年
２
月
に
宮
城
県
地
域
医
療
復
興
計
画
を

策
定
し
た
。

自
前
で
な
い
と
で
き
な
い
業
務

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
新
し
く
作
る
計
画
で
何
を
目
指
す
か
が
重
要
で
、

単
な
る
復
旧
計
画
で
は
な
く
、
そ
の
先
の
ビ
ジ
ョ
ン

ま
で
描
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
た
め
、
政
策
課
が

担
当
し
ま
し
た
。
全
庁
的
に
他
県
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
応
援
職
員
の
方
々
に
御
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

状
態
で
し
た
が
、
こ
の
業
務
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
割
き
、

自
前
で
や
る
し
か
な
い
し
自
前
で
な
い
と
で
き
な
い

業
務
だ
と
考
え
ま
し
た
」

市
町
村
な
ど
の
復
興
計
画
と
の
整
合
性 

 

震
災
復
興
政
策
課
職
員

「
土
木
部
で
は
、
震
災
復
興
計
画
の
策
定
過
程
を
見

つ
つ
、
部
門
別
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
津
波
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
各
沿
岸
市
町
の
復
興
計
画

策
定
に
対
し
て
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

参
照

記
録
誌
等

・�『
復
興
に
命
を
か
け
る
』（
宮
城
県
知
事　

村
井
嘉
浩
・
平
成

24
年
3
月
）

・�

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
発
災
後
1
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・�

平
成
27
年
3
月
）

・�

東
日
本
大
震
災　

復
旧
期（
平
成
23
年
度
～
平
成
25
年

度
）の
取
組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復

興
推
進
課
・
平
成
27
年
3
月
）

・�

復
興
ま
ち
づ
く
り
初
動
期
物
語（
宮
城
県
土
木
部
・
平
成
28

年
3
月
）

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

・�

宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針（
素
案
）～
宮
城
・
東
北
・
日

本
の
絆
・
再
生
か
ら
さ
ら
な
る
発
展
へ
～

・�

宮
城
県
震
災
復
興
計
画
～
宮
城
・
東
北
・日
本
の
絆　

再
生

か
ら
さ
ら
な
る
発
展
へ
～

・
宮
城
県
か
ら
日
本
の
再
生
を
め
ざ
し
て「
復
興
応
援
宣
言
」

・�「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画（
案
）」に
対
す
る
意
見
提
出
手
続

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）の
結
果
と
御
意
見
・
御
提
言
に
対

す
る
宮
城
県
の
考
え
方

震災復興政策課震災復興政策課 震災復興政策課

震災復興政策課

震災復興・企画部

震災復興政策課 震災復興政策課震災復興政策課

震災復興政策課

震災復興政策課

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

※
平
成
23
年
４
月
22
日　

政
策
課
か
ら
震
災
復
興
政
策
課
に
組
織
改
編

機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
。

復
興
を
果
た
す
上
で
最
も
重
要
で
あ
っ
た
災
害
公
営

住
宅
が
全
て
完
成
し
た
ほ
か
、気
仙
沼
大
島
大
橋
が
開
通

す
る
等
、
生
活
に
密
着
し
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、

お
お
む
ね
順
調
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
民
営

化
し
た
仙
台
国
際
空
港
の
利
用
者
増
や
、
次
世
代
放
射

光
施
設
の
整
備
に
向
け
た
取
組
の
進
展
等
、
民
の
力
を

最
大
限
に
生
か
し
た「
創
造
的
な
復
興
」も
、
着
実
に
実

を
結
び
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心

の
ケ
ア
や
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
県
産

品
の
販
路
の
回
復
等
ソ
フ
ト
面
の
課
題
に
つ
い
て
は
中

長
期
的
な
取
組
と
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
震
災
復
興
計
画
の
検
証
を
経
て
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
に
対
し
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
次
の
四
つ
の

取
組
分
野
を
掲
げ
、
被
災
地
の
復
興
完
了
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

●�

「
取
組
分
野
１　

生
活
再
建
の
状
況
に
応
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
切

れ
目
の
な
い
心
の
ケ
ア
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
支
援
等
を
実
施
し
、
生
活
再
建
と
生
活
環
境
の
確

保
に
取
り
組
む
。

●�

「
取
組
分
野
２　

回
復
途
上
に
あ
る
産
業
・
な
り
わ
い

の
下
支
え
」
で
は
、
被
災
し
た
事
業
者
の
経
営
支
援

や
農
林
漁
業
者
の
生
産
力
回
復
、
沿
岸
被
災
地
の
観

光
客
数
回
復
に
向
け
た
支
援
等
を
実
施
す
る
。

●�

「
取
組
分
野
３　

福
島
第
一
原
発
事
故
被
害
へ
の
対

応
」
で
は
、
事
故
に
起
因
す
る
被
害
者
へ
の
各
種
支

援
の
ほ
か
、
被
災
地
の
食
品
等
に
対
す
る
風
評
払
拭

と
放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物
等
の
処
理
に
向
け
た
支

援
を
進
め
る
。

●�

「
取
組
分
野
４　

復
興
事
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

成
果
・
教
訓
の
伝
承
」
で
は
、
残
さ
れ
た
震
災
復
興

業
務
の
完
了
に
必
要
な
職
員
の
確
保
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
県
内

は
も
と
よ
り
、
国
内
外
、
そ
し
て
未
来
に
伝
え
る
取

組
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、「
創
造
的
な
復
興
」と
し
て
進
め
て
き
た
民
の
力

を
最
大
限
に
活
用
し
た
取
組
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
は
、
今
後
も
さ
ら
に
推
進
す
る
。

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

沿岸被災市町の復興イメージ図
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体
制
整
備


